
統
計
で
み
る
横
浜
の
2
0
0
7
年
問
題

１
　
は
じ
め
に

　
平
成
1
7
年
国
勢
調
査
や
平
成
1
6

年
全
国
消
費
実
態
調
査
の
結
果
か

ら
、
年
齢
構
成
の
変
化
に
焦
点
を

あ
て
、
横
浜
に
お
け
る
「
団
塊
世

代
」
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化

を
探
り
、
横
浜
経
済
へ
の
影
響
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

２
　
人
口
の
動
向

　
平
成
1
7
年
の
国
勢
調
査
結
果
を

み
る
と
横
浜
市
の
人
口
は
３
５
７

万
9
6
2
8
人
と
な
り
、
平
成
1
2

年
調
査
と
比
較
し
て
1
5
万
2
9
7

7
人
（
４
・
５
％
増
）
の
大
幅
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
分
析

す
る
た
め
に
、
住
民
基
本
台
帳
と

外
国
人
登
録
の
集
計
結
果
を
利
用

し
て
社
会
異
動
（
転
入
、
転
出
）

に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
。
図
１
は

平
成
1
3
年
か
ら
平
成
1
7
年
の
５
年

間
の
社
会
増
減
を
年
齢
５
歳
階
級

～
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
進
展
と
消
費
構
造
の
変
化
を
中
心
に
～

別
に
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

横
浜
市
の
人
口
増
加
の
要
因
は

「
1
5
～
1
9
歳
」
か
ら
「
3
0
～
3
4
歳
」

ま
で
の
若
い
世
代
の
社
会
増
（
転

入
超
過
）
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
「
団
塊
世
代
」
が
含
ま
れ

る
「
5
5
～
5
9
歳
」
や
「
6
0
～
6
4
歳
」

の
年
齢
階
級
で
は
わ
ず
か
な
が
ら

社
会
減
（
転
出
超
過
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
「
団
塊
世
代
の
移
住
」

年齢５歳階級、男女別社会増減(平成13年～17年)図１

は
数
値
と
し
て
は
小
さ
い
も
の
で

す
が
、
た
し
か
に
統
計
デ
ー
タ
か

ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
目
し
た
い
の
は
7
0
歳
以
上
の
高

齢
女
性
の
社
会
増
が
合
計
で
2
5

8
2
人
に
も
及
ぶ
こ
と
で
す
。
こ

の
年
齢
階
級
は
「
団
塊
世
代
」
の

親
の
年
齢
階
級
と
も
重
な
り
ま
す
。

３

「
団
塊
世
代
」
の
退
職
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

　
表
１
は
横
浜
市
に
住
む
「
団
塊

世
代
」
の
人
口
、
労
働
力
状
態
の

推
移
に
つ
い
て
表
に
し
た
も
の
で

す
。
「
団
塊
世
代
」
の
人
口
は
平

成
２
年
（
4
0
～
4
4
歳
）
の
2
8
万
7

2
7
0
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
平
成
1
7
年
に
は
2
7
万
3
8
7

5
人
（
5
5
～
5
9
歳
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
就
業
状
態
が
「
主
に
仕
事
」

の
人
数
を
み
る
と
平
成
２
年
の
1
7

万
7
0
7
6
人
か
ら
平
成
1
7
年
に

は
1
5
万
7
4
6
1
人
と
な
り
、
１

万
9
6
1
5
人
減
（
1
1
・
１
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
業
状
態
の

変
化
を
み
る
と
一
足
先
に
「
団
塊

世
代
」
の
引
退
は
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

４

団
塊
世
代
の
安
住
の
地
は

ど
こ
に

　
次
に
、
引
退
後
の
移
住
先
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
、
5
5
～
5
9
歳
、

6
0
～
6
4
歳
の
二
つ
の
年
齢
階
級
に

つ
い
て
社
会
異
動
の
状
況
を
み
ま

す
。
図
２
は
「
移
動
前
の
住
所
地

別
転
入
数
」
を
、
図
３
は
「
移
動

後
の
住
所
地
別
転
出
数
」
を
円
グ

ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
転
出
入

と
も
に
１
位
「
横
浜
市
内
」
、
２
位

「
神
奈
川
県
内
（
横
浜
市
を
除
く
）
」

３
位
「
東
京
都
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
齢
階
級
の
人
口
が
約

5
1
万
人
で
す
か
ら
５
年
間
の
移
動

率
は
1
2
・
４
％
、
８
人
に
１
人
の

割
合
で
転
居
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
近
隣
市
区
町
村
へ
の
転
出
入

状
況
を
地
図
に
表
し
た
も
の
が
図

執
筆

横浜市における団塊世代(年齢５歳階級)人口及び労働力状態の推移
佐
藤
　
治
憲

都
市
経
営
局
政
策
課

表１
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図３

移動後の住所地別横浜市からの転出数

(55～64歳、平成13年～17年)

図２

移動前の住所地別横浜市への転入数

(55～64歳、平成13年～17年)

図４　近隣市区町村の対横浜市社会増減(55～64歳、平成13年～17年)

４
で
す
。
多
摩
川
流
域
の
エ
リ
ア

（
川
崎
市
宮
前
区
・
中
原
区
、
世

田
谷
区
、
大
田
区
な
ど
）
か
ら
横

浜
市
へ
の
転
入
超
過
が
み
ら
れ
ま

す
。
横
浜
市
か
ら
の
転
出
超
過
は

東
京
都
心
部
周
辺
、
川
崎
区
な
ど

へ
の
都
心
回
帰
の
動
き
と
、
横
須

賀
市
、
相
模
原
市
、
鎌
倉
市
、
藤

沢
市
な
ど
周
辺
部
へ
の
動
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
大
磯
町
、
葉
山
町
な

ど
へ
も
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
ま

す
。
転
入
人
口
、
転
出
人
口
と
も

に
約
７
割
が
横
浜
市
内
を
始
め
東

京
、
神
奈
川
な
ど
の
近
隣
市
区
町

村
と
の
異
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
塊
世
代
の
「
首
都
圏
の
生
活
利

便
性
へ
の
こ
だ
わ
り
」
が
読
み
と

れ
ま
す
。

　
次
に
、
地
方
へ
の
移
住
に
つ
い

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま

都道府県別転入者数、転出者数及び転出入比率

　(55～64歳)

表２

す
。
前
述
の
と
お
り
、
地
方
へ
の

転
出
入
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
都

道
府
県
別
に
み
る
と
特
徴
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
転
入
に
対

す
る
転
出
の
比
率
を
上
位
か
ら
並

べ
た
も
の
が
表
２
で
す
。
宮
崎
、

鹿
児
島
、
佐
賀
、
な
ど
九
州
地
方

の
県
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
長
野
、
山
梨
な

ど
は
実
人
員
も
伴
っ
て
、
上
位
に

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
「
温
暖
な

気
候
」
「
リ
ゾ
ー
ト
」
「
故
郷
」
な

ど
移
住
先
に
求
め
る
も
の
も
多
様

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
　
横
浜
経
済
へ
の
影
響

　
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、

労
働
力
人
口
や
総
労
働
時
間
の
減

少
か
ら
経
済
成
長
率
が
低
下
し
て

い
く
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
。

団
塊
世
代
の
退
職
が
市
内
経
済
に

与
え
る
影
響
を
考
え
る
と
き
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「
供
給
力
の
低
下
に
よ
る
成
長
率

の
低
下
」
と
「
需
要
の
低
下
に
よ

る
成
長
率
の
低
下
」
の
ど
ち
ら
に

軸
足
を
置
い
て
考
え
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置

く
か
に
よ
り
市
内
経
済
へ
の
対
策

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
市
場
が

海
外
に
及
ぶ
「
輸
出
型
の
製
造
業
」

は
需
要
減
少
の
影
響
は
比
較
的
小

さ
く
、
む
し
ろ
生
産
現
場
の
技
術

や
安
全
管
理
面
で
の
経
験
の
伝
承

や
労
働
者
不
足
の
影
響
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
需
要
減
少
の
直
接
的

な
影
響
を
受
け
る
の
は
小
売
業
、

飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
食
品
工

業
な
ど
の
内
需
型
の
産
業
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

６
　
生
産
面
に
つ
い
て

　
2
0
0
5
年
か
ら
2
0
1
5
年

ま
で
の
1
0
年
間
で
、
横
浜
市
の
人

口
は
約
1
8
万
人
（
５
％
増
）
増
加

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
1
5
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
生
産

年
齢
人
口
は
2
0
代
、
3
0
代
の
大
幅

な
社
会
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

５
万
人
（
２
％
減
）
減
少
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
雇

用
問
題
の
中
心
が
「
失
業
問
題
」

か
ら
「
労
働
力
不
足
」
に
か
わ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
経
済
規
模
を
維
持
す
る
た
め
に

は
「
高
齢
者
」
や
「
女
性
」
の
労

働
力
市
場
へ
の
積
極
的
な
参
加
は

必
須
条
件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
技
術
革
新
」
「
資
源
配
分
の
効
率

化
」
「
行
政
機
構
の
効
率
化
」
な

ど
に
よ
り
社
会
全
体
の
生
産
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

７
　
支
出
面
に
つ
い
て

　
「
団
塊
世
代
」
の
退
職
が
与
え

る
影
響
と
し
て
、
退
職
金
の
受
け

取
り
に
よ
り
一
時
的
に
消
費
が
活

発
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
効
果
は
「
団
塊
世
代
」

の
退
職
が
終
わ
る
2
0
1
0
年
頃

ま
で
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
は
高
齢
者
の
一
般
的
な
消
費

ス
タ
イ
ル
に
戻
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
「
団
塊
世
代
」
は
人
口

規
模
の
大
き
な
年
齢
層
で
す
か

ら
、
消
費
が
縮
小
す
る
影
響
は
市

内
経
済
の
随
所
に
現
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
団
塊
世
代
」
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
変
化
は
支
出
面
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
。
平
成
1
6
年
全
国
消
費
実
態
調

査
か
ら
世
帯
主
の
年
齢
階
級
ご
と

に
支
出
額
を
み
る
と
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
進
展
に
あ
わ
せ
て
「
保
健

医
療
」
「
設
備
・
修
繕
維
持
（
リ

フ
ォ
ー
ム
）
」
「
パ
ッ
ク
旅
行
」
な
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ど
の
支
出
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
図
５
）
。
一
方
、

世
帯
員
一
人
当
た
り
の
消
費
支
出

は
5
5
～
5
9
歳
を
ピ
ー
ク
に
、
6
0
～

6
4
歳
以
降
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
光
熱
水
道
」
「
交
通
」
「
自

動
車
等
関
係
費
」
「
通
信
」
な
ど

へ
の
支
出
は
減
少
し
て
い
ま
す

（
図
６
）
。

　
「
高
齢
夫
婦
世
帯
（
有
業
者
な

し
）
」
に
つ
い
て
み
る
と
実
収
入

が
1
7
万
6
4
8
5
円
（
う
ち
公
的

年
金
1
5
万
7
4
6
6
円
）
、
消
費

支
出
が
2
5
万
4
0
5
9
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
均
消
費
性
向
は
１

図5 （増加）

年齢5歳階級別にみた消費支出の状況

図6 （減少）

年齢５歳階級別にみた消費支出の状況

６
５
、
貯
蓄
率
は
マ
イ
ナ
ス
6
5
％

で
貯
蓄
を
切
り
崩
し
て
生
活
し
て

い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
す
。
貯

蓄
残
高
は
2
2
3
7
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
高
齢
夫
婦
世

帯
（
有
業
者
あ
り
）
」
で
は
「
高

齢
夫
婦
世
帯
（
有
業
者
な
し
）
」

と
比
較
す
る
と
消
費
支
出
が
1
7
％

多
く
、
「
外
食
」
「
洋
服
の
購
入
」

「
交
通
通
信
」
「
こ
づ
か
い
」
「
交

際
費
」
な
ど
へ
の
支
出
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
6
0
歳
を
過
ぎ
て
も

何
ら
か
の
仕
事
を
し
て
い
る
人

は
、
「
つ
き
あ
い
」
に
多
く
の
支
出

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
高
齢
化
」
だ
け
で
な
く
「
少

子
化
」
と
い
う
点
に
着
目
す
る
と
、

住
宅
の
取
得
が
「
購
入
」
か
ら

「
相
続
」
に
か
わ
る
こ
と
の
影
響

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
横
浜
市
の
平
成
1
7
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
１
・
1
6
で
す
。
一

人
っ
子
同
士
が
家
庭
を
も
つ
と
、

長
期
的
に
見
れ
ば
住
宅
が
一
軒
余

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
世
代
は

住
宅
取
得
の
た
め
に
多
額
の
支
出

を
す
る
必
要
が
な
く
、
住
宅
ロ
ー

ン
や
家
賃
の
支
払
が
減
少
し
ま

す
。
消
費
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ

て
は
年
齢
階
級
別
の
消
費
動
向
と

と
も
に
、
親
世
代
、
子
世
代
を
繋

ぐ
「
連
結
決
算
の
家
計
」
に
つ
い

て
の
分
析
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
「
投
資
」
の
原
資
と
な
る

「
貯
蓄
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
横
浜
市
に
お
け
る
高
齢
者

（
6
5
歳
以
上
）
が
全
人
口
に
占
め

る
割
合
は
平
成
７
年
に
は
い
1
1
・

ｏ
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
1
7
年
に
は
1
6
・
９
％
に
急
上

昇
し
て
い
ま
す
。
貯
蓄
と
い
う
視

点
か
ら
み
る
と
、
高
齢
化
は
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
若
い
と
き
に
働
い
て
老
後

資
金
を
蓄
え
、
高
齢
に
な
る
と
そ

れ
を
取
り
崩
し
て
生
活
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
般
的
な
貯
蓄
に
関
す

る
パ
タ
ー
ン
だ
と
す
る
と
、
社
会

全
体
の
貯
蓄
に
影
響
す
る
の
は

「
貯
蓄
の
取
り
崩
し
が
始
ま
る
年

齢
」
と
、
取
り
崩
し
が
始
ま
る
「
年

齢
階
層
の
相
対
的
な
人
口
の
大
き

さ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
図
７
は
年
齢
階
級
ご
と
に
「
年

収
の
伸
び
」
と
「
消
費
支
出
の
増

加
率
」
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で

す
。
4
5
～
4
9
歳
で
消
費
支
出
が
大

き
く
増
加
し
、
収
入
の
伸
び
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も

の
教
育
費
の
増
加
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
齢

層
で
貯
蓄
を
一
旦
取
り
崩
し
、
5
5

～
5
9
歳
で
貯
蓄
を
積
み
増
す
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
6
0
～
6
4
歳
、

6
5
～
6
9
歳
に
か
け
て
は
収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
「
団
塊
世
代
」

の
退
職
は
「
貯
蓄
率
の
低
下
」
を

通
じ
て
「
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
」

の
大
き
な
転
機
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
内
閣
府
の
国
民
経
済
計
算
年
報

に
よ
れ
ば
平
成
1
7
年
度
の
家
計
貯

蓄
率
は
３
・
１
％
と
な
り
８
年
連

続
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
財
政

赤
字
が
続
き
、
企
業
部
門
の
黒
字

が
縮
小
し
（
投
資
の
活
発
化
）
、

さ
ら
に
家
計
貯
蓄
率
が
マ
イ
ナ
ス

と
い
う
状
況
に
な
れ
ば
、
国
内
の

貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
経

常
収
支
が
赤
字
化
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
経
常
収
支

の
赤
字
化
は
背
後
に
あ
る
資
本
収

支
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
経
常
収
支
の
赤
字
は
円
安
（
対

ア
ジ
ア
通
貨
を
想
定
）
に
な
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
家
計
貯

蓄
が
減
少
し
て
ゼ
ロ
に
な
っ
た
段

階
で
、
な
お
大
幅
な
財
政
赤
字
が

残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
海

外
か
ら
の
大
量
の
資
金
流
入
が
な

け
れ
ば
国
債
（
地
方
債
）
の
消
化

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
高
齢
化
に
よ
り
家
計
貯
蓄
率
が

大
き
く
低
下
し
て
い
け
ば
、
横
浜

市
に
と
っ
て
も
市
債
の
発
行
条
件

の
悪
化
（
金
利
の
上
昇
）
な
ど
に

つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
長
期
金
利
の
上
昇
は
地
価
、

民
間
企
業
の
投
資
、
株
価
な
ど
に

影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
団
塊
世
代
」
の
退
職
に
よ
る

影
響
は
短
期
で
終
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
視
野
を
世
界
に
向

け
れ
ば
、
中
国
、
韓
国
な
ど
で
も

高
齢
化
が
本
格
化
し
て
き
ま
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
は
マ
ク
ロ
経

済
の
環
境
変
化
を
通
じ
て
国
際
都

市
横
浜
の
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
、
長
期
的
な
展

望
を
も
っ
て
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

図７　年齢５歳階級別にみた

　　　消費支出及び年収の伸び率
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８
　
貯
蓄
串
の
低
下
と
い
う
問
題

「
団
塊
の
世
代
」
は
一
般
に
昭
和
2
2
年
か
ら

昭
和
2
4
年
の
３
年
間
に
生
ま
れ
た
者
を
指
し

ま
す
が
、
本
章
で
は
年
齢
５
歳
階
級
の
デ
ー

タ
を
使
用
す
る
た
め
昭
和
2
1
年
か
ら
昭
和
2
5

年
に
生
ま
れ
た
者
を
「
団
塊
世
代
」
と
し
ま

し
た
。

（
注
）
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